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研究概要
本研究の目的は、地球温暖化ガスである二酸化炭素（CO2）から炭酸水を用意し、セメント系材料から作成する粉

末と共に岩石内に注入することで、CO2 を炭酸塩鉱物の形で大気中に排出させず固定し、それを地下岩盤の長期安定

性確保や安全なエネルギー資源開発に繋げ、さらに地球温暖化抑制の形で環境保全に役立てる技術を創出することで

ある。特に、CO2 を鉱物固定して岩石の材料強度や遮蔽性能の向上を起こす技術により、地球温暖化抑制を実現する

ことが目標である。セメント系材料として、使用済みのセメント系材料から粉末を用意して地下岩盤に注入し、鉱物析

出を促進させることによって、省資源化への貢献も目指す。試験方法として、強度試験と透水試験を用いることを考え

ている。本研究が完遂すれば、CO2 の排出量を低減できるため、地球温暖化抑制に役立つ。強度の向上は、地下空

間の長期安定性確保や安全なエネルギー資源の開発に繋がる。また、き裂や空隙の充填により遮蔽性能が向上するた

め、放射性廃棄物処分にも貢献できる。つまり、世界共通の課題である環境保全やエネルギー資源開発に貢献する技

術創出が本研究を行う意義であり、社会・産業のニーズに応えられると考えている。
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